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12月定例会

議
員
・
特
別
職
の
期

末
手
当
を
年
間
０
・

１
５
カ
月
引
き
下
げ

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
議
員

の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
年
間

３
・
０
５
カ
月
か
ら
０
・
１
５
カ

月
引
き
下
げ
、
２
・
９
カ
月
と

し
ま
し
た
。　
　
（
全
員
賛
成
）

　

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の

特
別
職
の
期
末
手
当
も
同
様
の

引
き
下
げ
を
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

町
職
員
の
期
末
勤
勉

手
当
０
・
２
カ
月
の

引
き
下
げ

　

中
高
齢
層
の
一
般
職
の
職
員

の
給
料
月
額
を
平
均
０
・
１
％

引
き
上
げ
、
期
末
勤
勉
手
当
の

支
給
割
合
を
年
間
０
・
２
カ
月

引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

更
に
、
55
歳
を
超
え
る
管
理

職
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
給

与
水
準
の
是
正
を
図
る
た
め
、

給
料
月
額
等
の
１
・
５
％
を
減

額
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

人
権
擁
護
委
員

２
人
を
推
薦

　

任
期
満
了
と
な
る
人
権

擁
護
委
員
に
三
津
幸
子
さ

ん
（
再
任
）、
村
上
栄
子

さ
ん
（
新
任
）
の
推
薦
が

諮
問
さ
れ
、
適
任
と
し
て

答
申
し
ま
し
た
。　
　

（
全
員
賛
成
）

三津　幸子さん
（大島）

村上　栄子さん
（富来領家町）

議員定数の削減は
２人削減か、３人削減か
２議案を審議
（詳しくは4・5ページをご覧ください）

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
長
提
出
議
案
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
、
各
会
計
補
正
予
算
、
条

例
の
一
部
改
正
、
人
権
擁
護
委
員
の
諮
問
な
ど
13
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
議
員
定
数
を
16
人
と
定
め
る
議
会
議
員
定
数
条
例
の
制
定
、

議
員
報
酬
を
10
％
削
減
す
る
た
め
の
条
例
の
改
正
な
ど
の
議
員
提
出
議
案
３
件
を

可
決
、
請
願
１
件
を
採
択
、
２
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
指
名
推
選
で
行

わ
れ
、
田
中
正
文
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

町
政
一
般
質
問
で
は
、
３
議
員
が
登
壇
し
、
町
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

本定例会では議員定数の削減について議論が交わされた。（写真は本会議で
町政一般質問をする議員）
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県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員

　

前
任
の
戸
坂
忠
寸
計
議

員
の
連
合
議
会
議
員
の
辞

職
に
伴
い
、
選
挙
を
行
い

ま
し
た
。

　

選
挙
は
指
名
推
選
で
行

わ
れ
、
田
中
正
文
議
員
が

当
選
し
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

　

22
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
は
、
歳
入
で
は
、
税
の

確
定
に
よ
る
町
税
の
増
額
お

よ
び
長
期
債
繰
り
上
げ
償
還

の
た
め
の
減
債
基
金
の
繰
入

が
主
な
も
の
。

　

歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告

に
準
じ
た
職
員
給
与
費
等
の

減
額
や
各
事
業
の
確
定
お
よ

び
精
算
見
込
み
に
伴
う
事
業

費
の
減
額
、
ま
た
、
長
期
債

元
金
の
繰
上
償
還
な
ど
を
追

加
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億

６
６
２
４
万
円
を
増
額
、
総

額
１
３
８
億
６
８
７
０
万
円

と
し
ま
し
た
。

22年度各会計別補正後の総額

長期債元金の繰上償還、財政調整基金積立金など
１０億6624万円増額
平成22年度一般会計補正予算

一 般 会 計 138億6,870万円

国 保 28億2,398万円

老 人 保 健 441万円

後期高齢者医療 3億1,803万円

農 業 集 落 配 水 8億4,395万円

公 共 下 水 道 7億9,628万円

地 域 し 尿 3,970万円

介 護 保 険 24億9,188万円

ケーブルテレビ 2億5,944万円

町 立 診 療 所 2億 964万円

簡 易 水 道 1,771万円

水道
収益的収支 6億1,749万円

資本的収支 5億2,170万円

病院
収益的収支 11億8,433万円

資本的収支 2億1,712万円

（金額は１万円未満切り捨て）

　

12
月
３
日
の
本
会
議
で
、

小
泉
町
長
の
最
終
学
歴
に
係

る
報
道
に
つ
い
て
の
一
般
質

問
を
し
た
越
後
敏
明
議
員
か

ら
、
米
国
ウ
ッ
ド
ジ
ュ
ニ
ア

カ
レ
ッ
ジ
の
成
績
証
明
書
の

提
出
を
求
め
る
動
議
が
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

動
議
の
提
案
理
由

越
後　

敏
明
議
員

　

こ
の
問
題
が
、
長
引
く
こ

と
は
町
民
に
と
っ
て
、
大
変

な
不
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

１
日
も
早
く
疑
惑
の
解
決
を

望
む
。

　

町
長
か
ら
は
成
績
証
明
書

の
提
示
に
つ
い
て
、
答
弁
い

た
だ
け
な
か
っ
た
。

　

町
長
は
公
人
と
し
て
疑
惑

の
解
決
の
た
め
に
も
、
成
績

証
明
書
を
提
示
す
る
こ
と
が
、

町
長
の
責
務
だ
と
思
う
。

　

議
会
と
し
て
、
町
長
に
成

績
証
明
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
を
要
求
す
る
。

地
区
自
治
振
興
事
業
補
助
金

６
５
０
０
万
円

漁
業
振
興
助
成
金

１
億
３
３
５
５
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

８
５
９
４
万
円

長
期
債
償
還
元
金

６
億
３
０
２
４
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

２
９
６
０
万
円

石
川
県
海
岸
漂
着
物
地
域
対

策
推
進
事
業

　
　
　
　

２
９
６
０
万
円

一
般
会
計 

主
な
歳
出

小泉町長にウッドジュニアカレッジ大学の
成績証明書の提出を求める動議

田中　正文 議員

１０億6624万円増額

小泉町長にウッドジュニアカレッジ大学の
成績証明書の提出を求める動議

賛成９　反対５　可決
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12月定例会

 次回選挙から

16人に
 　　 決定

　12月定例会の会期中、稲村　幸雄議員他８名から「議員
定数の２人削減」と「議員報酬10％カット」を提案する議
案、久木　拓栄議員他６名から「議員定数の３人削減」を提
案する議案が、それぞれ提出されました。
　定例会最終日の12月10日、それぞれ提出者から提案理由
説明があり、３人の議員による討論の末、議員定数２人削減、
議員報酬を10％カットする案が、それぞれ９対６の賛成多
数で可決されました。
　「議員定数を３人削減」する案は、※一事不再議の原則に
より、議決不要の取扱いとなりました。

※
一
事
不
再
議
の
原
則

　

議
会
で
一
度
議
決
し
た
案
件
と
同
じ
内
容
の
案
件
に
つ
い

て
は
、
そ
の
会
期
中
に
再
び
審
議
し
な
い
こ
と
を
「
一
事
不

再
議
の
原
則
」
と
い
い
ま
す
。

位
で
の
要
望
活
動
等
も
行
わ

れ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
代

表
者
と
し
て
、
地
域
事
情
に

も
詳
し
い
議
員
の
存
在
も
、

町
民
福
祉
の
維
持
に
は
重
要

で
あ
る
。

　

当
町
の
議
会
は
委
員
会
主

義
を
採
用
し
て
お
り
、
少
数

の
議
会
で
は
、
委
員
会
審
議

に
も
支
障
が
生
じ
、
同
時
に

議
会
活
動
全
体
へ
の
悪
影
響

も
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

議
員
報
酬
の
一
律
10
％
程
度

の
削
減
の
提
案
と
併
せ
て
、

議
員
定
数
を
16
名
と
す
る
提

案
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
志
賀
町
の
常
勤

特
別
職
の
報
酬
、
退
職
金
等

に
つ
い
て
も
、
条
例
変
更
さ

れ
る
よ
う
求
め
る
。

提
出
者　
　

稲
村　

幸
雄

賛
成
者　
　

下
池
外
巳
造

同　
　
　
　

松
浦　

恒
義

同　
　
　
　

小
田　

芳
治

同　
　
　
　

林　
　

一
夫

同　
　
　
　

戸
坂
忠
寸
計

同　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

同　
　
　
　

越
後　

敏
明

同　
　
　
　

橘　
　

照
茂

提
案
理
由

　

町
で
は
行
財
政
改
革
が
求

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

議
会
も
自
ら
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

議
員
歳
費
の
削
減
も
重
要

な
課
題
だ
が
、
大
幅
な
議
員

の
減
員
に
よ
る
歳
費
の
削
減

に
は
弊
害
も
あ
る
。

　

合
併
５
年
が
経
過
し
、
町

内
全
域
で
の
一
体
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
新
町
で
は
、

行
政
と
し
て
対
応
す
べ
き
面

積
も
大
変
広
く
、
旧
校
下
単

２
人
削
減
案
に
反
対

南　

政
夫　

議
員

　

議
員
定
数
の
削
減
を
求
め

る
請
願
を
不
採
択
し
た
ば
か

り
の
皆
さ
ん
が
、
な
ぜ
、
性

急
に
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
議

員
定
数
削
減
案
を
提
出
し
た

の
か
、
大
変
疑
問
に
思
う
。

　

当
町
の
町
債
（
町
の
借

金
）
残
高
は
約
３
６
１
億
円
。

志
賀
原
発
の
固
定
資
産
税
も

減
少
の
一
途
を
た
ど
る
。
議

員
に
係
る
経
費
は
少
し
で
も

削
減
し
、
財
政
負
担
の
軽
減

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

人
口
規
模
で
、
当
町
を
上

回
る
羽
咋
市
よ
り
も
多
い
16

人
の
議
員
が
必
要
な
の
か
は
、

は
な
は
だ
疑
問
。

　

議
員
定
数
の
削
減
に
際
し

て
は
、
常
に
民
意
の
反
映
が

十
分
に
な
さ
れ
る
か
と
い
っ

た
点
が
論
点
と
な
る
が
、
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
町
長

談
話
室
な
ど
行
政
自
身
が
住

民
に
直
接
意
見
を
聞
く
機
会

を
設
け
て
お
り
、
住
民
の
町

政
へ
の
参
加
手
段
も
多
様
化

し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
単
純
に
議
員
の

数
が
多
け
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
民
意
が
反
映
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

２
人
削
減
で
は
、
現
在
の

社
会
経
済
状
況
や
近
隣
市
町

の
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
賛

同
で
き
な
い
。

議
員
定
数　

２
人
削
減

議
員
報
酬　

10
％
削
減

討
　
　
　
　
論

 次回選挙から

16人に
 　　 決定
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議員定数２人削減
議員報酬額を10％カット

く
、
多
く
の
住
民
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
町
民
と
と
も
に

力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
発
想

を
持
っ
て
、
そ
の
先
頭
に
立

ち
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

県
内
の
各
市
町
議
会
の
多

く
は
、
合
併
後
２
回
目
の
改

選
時
に
議
員
定
数
が
削
減
さ

れ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て

も
、
議
員
定
数
を
削
減
す
べ

き
だ
と
の
住
民
の
声
が
多
い

の
も
事
実
で
あ
る
。

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
に
、
大
変
に
苦
労
し
て

い
る
町
民
に
対
し
て
、
議
会

自
ら
が
議
員
の
定
数
を
削
減

し
、
少
数
精
鋭
主
義
の
議
会

と
し
て
、
姿
勢
を
正
す
べ
き

だ
と
考
え
、
議
員
定
数
を
15

人
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

提
出
者　
　

久
木　

拓
栄

賛
成
者　
　

須
磨　

隆
正

同　
　
　
　

桜
井　

俊
一

同　
　
　
　

南　
　

政
夫

同　
　
　
　

山
本　

辰
栄

同　
　
　
　

木
村　

正
男

同　
　
　
　

寺
岡
真
貴
子

提
案
理
由

　

今
日
、
激
動
す
る
国
内
外

の
経
済
情
勢
の
中
で
、
日
本

経
済
は
勿
論
、
石
川
県
民
、

志
賀
町
民
の
生
活
は
、
大
変

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
。

　

当
町
で
も
、
著
し
い
少
子

高
齢
化
の
進
展
へ
の
対
応
、

雇
用
対
策
な
ど
新
た
な
行
政

需
要
が
生
じ
て
い
る
中
、
長

引
く
景
気
低
迷
の
影
響
に
よ

り
、
今
後
、
大
き
な
税
収
の

増
加
は
見
込
め
ず
、
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

我
々
、
町
民
の
代
表
と
し

て
選
出
さ
れ
た
議
員
は
、
こ

の
困
難
な
状
況
を
改
善
す
べ

議
員
報
酬
削
減
に
反
対

久
木　

拓
栄　

議
員

　

県
下
、
ど
の
市
町
村
を
眺

め
て
も
、
こ
の
時
期
に
議
員

報
酬
の
改
正
は
な
い
。
結
論

か
ら
言
う
と
、
こ
れ
は
単
な

る
来
年
春
の
選
挙
向
け
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
じ
ゃ
な
い
か

と
強
く
批
判
す
る
。

　

当
町
は
県
下
で
唯
一
の
原

発
立
地
町
で
あ
り
、
今
日
ま

で
、
町
民
の
安
全
安
心
を
第

一
に
考
え
、
み
ん
な
で
精

い
っ
ぱ
い
や
っ
て
き
た
。

３
人
削
減
案
に
賛
成

山
本　

辰
栄　

議
員

　

議
員
定
数
の
見
直
し
を
求

め
る
請
願
、
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
の
住
民
の
意
見
、

今
後
の
将
来
性
を
考
慮
す
る

と
、
議
員
定
数
の
削
減
は
避

け
て
通
れ
な
い
。

　

議
員
の
削
減
は
少
数
意
見

が
町
政
に
反
映
さ
れ
な
い
と

の
懸
念
も
あ
る
が
、
議
員
一

人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
議
員
活
動
を
充
実
さ
せ
、

議
会
が
単
な
る
執
行
機
関
の

　

隣
の
羽
咋
市
の
議
員
報
酬

は
34
万
円
で
あ
り
、
こ
の
議

案
が
通
過
す
れ
ば
当
町
は

23
万
円
に
な
る
。
な
ぜ
、
市

と
町
と
の
隔
た
り
が
、
こ
ん

な
に
あ
る
の
か
と
い
つ
も

言
っ
て
い
る
。

　

我
々
は
、
命
を
か
け
て
選

挙
し
、
町
民
の
幸
せ
を
願
っ

て
、
懸
命
に
や
っ
て
い
る
つ

も
り
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ

れ
相
当
の
報
酬
が
必
要
か
と

思
っ
て
い
る
。
大
き
な
こ
と

は
言
わ
な
い
が
、
最
小
限
、

現
状
維
持
を
求
め
る
。

チ
ェ
ッ
ク
、
承
認
機
関
で
な

く
、
政
策
立
案
能
力
を
高
め

る
こ
と
で
、
町
民
の
負
託
に

答
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
回
の
議
員
定
数
削
減
の

提
案
は
、
単
に
、
議
会
が
行

政
改
革
に
協
力
す
る
の
で
は

な
く
、
「
議
員
を
削
減
せ

よ
」
と
い
う
町
民
の
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
議

会
機
能
の
再
構
築
と
、
議
員

の
資
質
向
上
を
目
指
す
議
会

改
革
の
第
一
歩
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
る
。

議
員
定
数　

3
人
削
減

議員定数２人削減
議員報酬額を10％カット
賛成９、反対６　可決
木村正男議員は欠席。田中正文議長は、議長のため採決に加わらず。
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議員定数18人→16人

議員報酬10%カットで

どれだけの経費削減になるの?

削減効果は年間1605万円以上
議員18人の議員報酬、期末手当、共済会負担金の合計が約8081万円。
議員16人、議員報酬10%カットで計算した合計は約6476万円。
その差、1年間で1605万円、4年間で6420万円の削減効果があります。
また、視察研修に要する経費やその他の経費でも経費削減が見込まれます。

※当町の議会議員の新任期は平成23年6月1日からですが、対比のため12カ月で計算した合計。
　議員共済会負担金は現行の制度で計算していますが、議員報酬額の引き下げにより負担金の額も下がります。

議員定数18人→16人

議員報酬10%カットで

どれだけの経費削減になるの?

議員報酬及び期末手当
　議長　　　315,000円×12月+315,000円
　　　　　　×1.15×2.9月＝4,830,525円 ①
　副議長　　271,000円×12月+271,000円
　　　　　　×1.15×2.9月＝4,155,785円 ②
　議員　　　255,000円×12月+255,000円
　　　　　　×1.15×2.9月＝3,910,425円　
　3,910,425円×16人＝62,566,800円 ③
　合計　　　①+②+③＝71,553,110円 ④

議員共済会負担金
　42,900円×18人×12月＝9,266,400円 ⑤

議員報酬、期末手当、議員共済負担金の合計
　④+⑤＝80,819,510円

議員報酬及び期末手当
　議長　　　284,000円×12月+284,000円
　　　　　　×1.15×2.9月＝4,355,140円 ①
　副議長　　244,000円×12月+244,000円
　　　　　　×1.15×2.9月＝3,741,740円 ②
　議員　　　230,000円×12月+230,000円
　　　　　　×1.15×2.9月＝3,527,050円　
　3,527,050円×14人＝49,378,700円 ③
　合計　　　①+②+③＝57,475,580円 ④

議員共済会負担金
　37,950円×16人×12月＝7,286,400円 ⑤

議員報酬、期末手当、議員共済負担金の合計
　④+⑤＝64,761,980円

●議員定数18人、報酬が現行の場合 ●議員定数16人、報酬を10%カット
　（平成23年６月１日から適用）

区　分 議員報酬月額

議　長 315,000円

副議長 271,000円

議　員 255,000円

区　分 議員報酬月額

議　長 284,000円

副議長 244,000円

議　員 230,000円
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委
員
長
報
告
要
旨

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

委
員
長　

山
本　

辰
栄

　

請
願
に
対
す
る
委
員
の
意

見
は
、
賛
否
両
論
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

民
意
の
尊
重
、
近
隣
市
町

の
削
減
状
況
、
議
会
費
の
削

減
、
行
財
政
改
革
な
ど
を
理

由
と
し
た
定
数
削
減
に
賛
成

す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
面
積
や
地

区
数
、
行
政
へ
の
民
意
の
反

映
、
他
市
町
と
の
議
会
費
の

比
較
な
ど
を
理
由
と
し
た
定

数
削
減
に
は
反
対
す
る
意
見

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
行
財
政
改
革
、

議
会
経
費
の
削
減
が
請
願
の

趣
旨
な
ら
、
議
員
報
酬
の
大

幅
削
減
や
日
当
制
と
い
う
方

法
も
検
討
す
べ
き
だ
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
の
末
、

本
委
員
会
に
お
け
る
請
願
に

対
す
る
採
決
の
結
果
は
、
賛

成
少
数
に
よ
り
、
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
も
の

で
あ
る
。

○
10
月
５
日

　

第
１
回
の
特
別
委
員
会
を

開
催
、
検
討
。

○
10
月
15
日

　

議
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
、
正
副
委
員
長
が
、
商

工
会
、農
協
、漁
協
、区
長
会
、

老
人
会
、
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
、
青
年
団
協
議
会
の
各

種
団
体
の
代
表
と
の
意
見
交

換
会
を
２
回
に
分
け
て
開
催
。

○
10
月
27
日

　

第
２
回
の
委
員
会
開
催
。

○
11
月
22
日

　

第
３
回
の
委
員
会
開
催
。

委
員
会
で
採
決
を
実
施
。
賛

成
４
、
反
対
９
、（
欠
席
２
）

で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
。（
委
員
長
は
採
決

に
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○
12
月
10
日

　

第
４
回
定
例
会
本
会
議
で

委
員
長
報
告
。
採
決
は
、
賛

成
６
、
反
対
９
、（
欠
席
１
）

で
不
採
択
。（
議
長
は
採
決

に
加
わ
り
ま
せ
ん
）

主
な
経
過

○
９
月
６
日

　

志
賀
町
議
会
議
員
定
数
の

削
減
に
係
る
請
願
書
が
提
出

さ
れ
る
。

○
９
月
15
日

　

第
３
回
定
例
会
で
、
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る

議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
請
願
を
付
託
。

正
副
委
員
長
の
互
選
。

議
員
定
数

　
ど
う
思
い
ま
す
か

各
界
各
層
の
代
表
か
ら

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た

○
小
選
挙
区
に
し
た
方
が
議

員
も
お
金
が
掛
か
ら
な
い
し
、

地
区
の
人
も
自
分
が
選
ん
だ

人
に
活
動
し
て
も
ら
う
の
が

一
番
良
い
。

○
合
併
し
た
ば
か
り
。
も
う

一
度
、
議
員
間
の
中
で
し
っ

か
り
決
め
る
べ
き
だ
。
議
会

が
混
乱
す
る
と
い
う
こ
と
は

逆
に
行
政
の
足
を
引
っ
張
る

こ
と
に
な
る
。

意
見
交
換
会
で
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
意
見
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

○
い
つ
か
は
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ら
、
見
直
し
を
か

け
た
方
が
良
い
。

○
ほ
と
ん
ど
の
町
民
は
、
定

数
は
減
っ
て
く
れ
と
い
う
の

が
正
直
な
意
見
。

○
議
員
活
動
の
実
態
が
、
実

感
と
し
て
町
民
の
中
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
。

○
請
願
が
経
費
削
減
の
意
味

で
あ
る
な
ら
、
議
員
報
酬
を

減
ら
し
、
定
数
を
増
や
し
て
、

も
っ
と
細
か
く
民
意
を
吸
い

上
げ
て
く
れ
れ
ば
町
民
の
た

め
に
な
る
。

○
一
生
懸
命
や
っ
て
く
れ
れ

ば
定
数
の
話
は
で
て
こ
な
い
。

物
足
り
な
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
い
る
の
で
は
。

○
何
を
頼
む
に
し
て
も
、
地

区
に
議
員
が
い
な
い
と
頼
め

な
い
。
地
区
に
一
人
の
議
員

は
必
要
。

○
経
済
情
勢
を
考
え
れ
ば
、

議
員
を
減
ら
さ
な
い
と
い
け

な
い
感
じ
が
す
る
。

○
任
期
は
も
う
半
年
ほ
ど
。

来
年
の
選
挙
で
公
約
と
し
て

聞
け
ば
い
い
。

○
民
意
は
ど
う
か
と
い
っ
た

ら
、
削
減
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
単
純
な

意
見
し
か
な
い
。

議員定数削減に係る請願
委員会採決は不採択

賛成４　反対９

議員定数検討特別委員

議
員
定
数

　
ど
う
思
い
ま
す
か

各
界
各
層
の
代
表
か
ら

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
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皆さんからの 請願

こ
と
。

③　

セ
ラ
ミ
ッ
ク(

陶
歯)

な

ど
、
安
全
で
普
及
し
て
い

る
歯
科
技
術
は
速
や
か
に

保
険
導
入
す
る
こ
と
。

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
不
参
加
を

求
め
る
意
見
書

要
旨　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
撤

廃
の
例
外
措
置
を
認
め
な
い

完
全
な
貿
易
自
由
化
を
目
指

し
た
交
渉
で
あ
り
、
ひ
と
た

び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
締
結
す
れ
ば
、

洪
水
の
ご
と
く
農
産
物
が
輸

入
さ
れ
、
日
本
農
業
を
壊
滅

へ
と
導
く
こ
と
は
必
定
で
あ

る
。

　

い
か
に
農
家
所
得
が
補
償

さ
れ
て
も
、
輸
入
は
増
大
し
、

国
内
の
生
産
基
盤
は
崩
壊
し
、

農
業
・
食
料
・
運
輸
等
の
関

連
産
業
も
廃
業
が
相
次
ぎ
、

地
方
の
雇
用
が
失
わ
れ
る
こ

と
に
も
繋
が
る
。

　

国
民
の
圧
倒
的
多
数
が
望

む
食
料
自
給
率
の
向
上
や
農

業
の
も
つ
多
面
的
機
能
の
発

揮
は
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

わ
が
国
の
国
土
と
農
業
を

守
り
、
食
料
安
全
保
障
を
確

立
す
る
た
め
に
も
、
わ
が
国

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　

２
件
の
意
見
書
が
委
員
会

提
出
議
案
と
し
て
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、

総
理
大
臣
、
衆
参
議
院
議
長

ほ
か
、
担
当
大
臣
あ
て
に
送

付
し
ま
し
た
。

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書

要
旨　

国
お
よ
び
政
府
に
お

い
て
は
、
医
療
費
の
総
枠
を

拡
大
し
、
患
者
負
担
を
増
大

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
確
保

す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

①　

患
者
の
窓
口
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
。

②　

患
者
が
良
質
な
歯
科
医

療
を
保
険
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
制
度
を
改
善
す
る

み
ん
な
の
声
を
国
政
に　

意
見
書

12月定例会では、継続審査と
なっていた請願２件のほか、新
たに１件の請願が提出され、審
査の結果を委員長が報告、本会
議では次のように決りました。

請　　願 請願者 紹介議員 要　旨 結　果

賀原子力発電所プルサーマル
を契機とする地域振興に関す
る請願

志賀町商工協同組合
理事長　石田　克志

越後　敏明
南　　政夫
桜井　俊一

①全国を視野に入れた
原子力専門員を養成す
る学校の設立
②各界各層からなる審
議会の設立

不採択
賛成　５
反対　10

請願　志賀町議員定数削減の
件

大根　　明 久木　拓栄 議員定数の削減
不採択
賛成　６
反対　９

ＴＰＰ交渉に関する請願につ
いて

志賀農業協同組合代表
理事組合長
泉　保治

小田　芳治
下池外巳造
南　　政夫

TPP交渉に参加する
ことのないよう政府等
関係機関へ意見書の提
出

採択
全員賛成
政府に意見
書提出
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親
し
ま
れ
る
議
会
広
報
を

め
ざ
し
て
　
新
潟
県
聖せ

い

籠ろ
う

町ま
ち

議
会

分科会で座長を務める田中議長

議会広報特別委員会 研修報告

　

サ
ミ
ッ
ト
は
原
子
力
政
策

に
賛
成
・
反
対
の
立
場
を
超

え
て
、
議
員
同
士
が
熱
く
議

論
す
る
と
こ
ろ
に
意
義
を
見

出
し
て
い
る
。

　

閉
会
式
で
は
、
「
国
も
国

民
へ
の
働
き
か
け
を
積
極
的

に
行
い
、
立
地
地
域
の
苦
労

が
報
わ
れ
る
社
会

を
熱
望
す
る
」
と

の
大
会
宣
言
を
し

て
サ
ミ
ッ
ト
を
閉

会
し
た
。

　

原
発
立
地
と
い

う
共
通
点
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
性
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
異

な
る
問
題
が
あ
り
、

と
て
も
参
考
に

な
っ
た
。

　

今
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
は

「
我
が
国
に
お
け
る
原
子
力

政
策
～
立
地
地
域
の
安
全
・

安
心
と
振
興
～
」
で
あ
る
。

　

サ
ミ
ッ
ト
は
全
国
か
ら
約

４
６
０
人
の
議
員
、
電
気
事

業
関
係
者
が
参
加
し
、
基
調

講
演
の
後
、
「
原
子
力
発
電

の
評
価
及
び
今
後
」
、
「
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
と
プ
ル
サ
ー

マ
ル
」
な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
た
分
科
会
に
参
加

し
、
そ
の
後
は
全
体
交
流
会

も
開
催
さ
れ
た
。

　

第
４
分
科
会
で
は
、
当
議

会
の
田
中
正
文
議
長
が
座
長

を
務
め
、
翌
日
の
全
体
会
で

分
科
会
報
告
を
行
っ
た
。

　

多
く
の
入
選
実
績
を
持
つ

議
会
だ
け
に
、
基
本
、
技
術

と
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

各
ペ
ー
ジ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
委

員
が
分
担
し
て
編
集
を
行
い
、

写
真
も
３
人
の
委
員
が
撮
影

し
て
い
る
。

　

早
期
発
刊
に
努
力
し
、
定

例
会
終
了
後
、
30
日
以
内
の

発
刊
を
目
指
し
て
い
る
。

　

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
見
出

し
や
短
い
文
章
で
読
み
や
す

く
作
成
し
て
あ
り
、
各
委
員

の
感
性
の
良
さ
、
能
力
の
高

さ
が
分
か
る
。

　

全
国
議
長
会
主
催
の
研
修

会
に
参
加
す
る
ほ
か
、
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
議
会
や
印
刷
会
社

で
研
修
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

聖
籠
町
議
会
の
「
賞
を
得

る
た
め
に
広
報
を
作
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
広
く

町
民
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
優
れ
た
広
報
を
作
る

こ
と
は
当
然
」
と
い
う
姿
勢

は
、
当
委
員
会
の
考
え
と

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

　

私
た
ち
も
今
回
の
研
修
の

成
果
を
活
か
し
、
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
取
り

組
み
た
い
と
思
う
。

　

11
月
４
日
、
新
潟
県
聖
籠

町
議
会
を
訪
ね
、
議
会
広
報

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

聖
籠
町
議
会
は
、
全
国
町

村
議
長
会
が
主
催
す
る
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
毎
回

上
位
に
入
賞
す
る
常
連
の
議

会
で
あ
る
。

聖籠町役場であいさつをする越後委員長。

第７回全国原子力発電所立地市町村議会サミット

原発立地市町村議員が
活発に意見交換

　全国の原発を立地する市町村議
会議員が一同に会し、国や電力事
業者も交えながら、原発の安全と
安心を求めて、様々な議論を行う
サミットが11月16日、17日の
両日、東京都内であり、当町から
12名の議員が参加しました。
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教育民生常任委員会

質
疑　

交
付
金
は
景
気
対
策

な
ど
町
振
興
事
業
に
対
す
る

助
成
だ
が
、
地
元
企
業
も
経

営
的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

利
子
補
給
な
ど
の
支
援
策
も

検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

答
弁　

検
討
し
た
い
。

質
疑　

今
年
か
ら
申
告
会
場

を
２
カ
所
に
集
約
。
無
料
バ

ス
で
送
迎
す
る
が
、
先
に
申

告
が
終
わ
っ
た
人
は
、
帰
り

の
バ
ス
ま
で
待
た
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
。

答
弁　

午
前
だ
と
、
会
場
へ

９
時
頃
到
着
。
９
時
半
に
終

わ
る
と
し
て
、
帰
り
は
11
時

の
予
定
な
の
で
、
１
時
間
半

ほ
ど
待
っ
て
ほ
し
い
。

質
疑　

待
ち
時
間
が
発
生
し

な
い
よ
う
な
工
夫
を
。

答
弁　

申
告
専
用
バ
ス
以
外

に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

運
行
し
て
い
る
。
１
年
間
や

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
状
況
を

見
て
検
討
し
た
い
。

市
町
村
振
興
協
会
交
付
金
は

地
元
企
業
の
支
援
策
の
検
討
を

質
疑　

石
川
県
市
町
村
振
興

協
会
交
付
金
１
５
０
０
万
円

の
使
い
道
は
。
ま
た
、
平
成

23
年
度
の
計
画
は
。

答
弁　

町
の
特
徴
を
出
せ
る

よ
う
な
使
い
方
を
し
た
い
。

　

西
山
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

土
地
購
入
に
対
す
る
奨
励
金

の
財
源
に
充
て
た
い
。

　

23
年
度
は
、
現
在
、
検
討

中
で
決
定
し
て
い
な
い
。

答
弁　

23
年
度
中
に
や
り
た

い
が
、
県
と
の
打
ち
合
わ
せ

が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。

23
年
度
中
が
無
理
な
ら
24
年

度
に
や
り
た
い
。

質
疑　

介
護
保
険
事
業
費
補

助
金
は
、
ど
う
い
う
事
業
か
。

答
弁　

介
護
保
険
計
画
は
、

３
年
ご
と
に
、
高
齢
者
福
祉

計
画
と
介
護
保
険
事
業
計
画

の
両
方
を
見
直
し
す
る
。

　

１
５
０
０
人
程
度
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
。
今
後

の
計
画
の
指
針
に
し
た
い
。

質
疑　

石
川
県
海
岸
漂
着
物

地
域
対
策
推
進
事
業
の
具
体

的
な
方
針
は
。

答
弁　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
も
要
望
が
で
て
い
る
。

今
年
度
は
設
計
業
務
だ
け
入

札
し
、
事
業
は
来
年
度
に
行

う
。
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

質
疑　

以
前
、
富
来
中
学
校

は
耐
震
整
備
が
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
富
来
高
校
を
県
か

ら
払
い
下
げ
て
も
ら
え
な
い

か
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
県

と
の
話
し
合
い
は
。

委　員　長　冨澤　軒康
副委員長　林　　一夫
委　　員　戸坂忠寸計
　　〃　　　小田　芳治
　　〃　　　久木　拓栄

委　員　長　南　　政夫
副委員長　寺岡真貴子
委　　員　越後　敏明
　　〃　　　田中　正文
　　〃　　　櫻井　俊一
　　〃　　　木村　正男

西山台ニュータウンは、現在、全89区画中概ね８割の契約で、内
42棟が完成、または建築中。振興協会市町村交付金は、土地購入
に対する奨励金に充当される。

海岸に大量に漂着する漂着ごみに、沿岸市町はその処理に困窮
している。（写真は百浦海岸）

海岸漂着物地域対策推進事業
具体的な方針は
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答
弁　

比
較
は
む
ず
か
し
い
。

汚
泥
の
濃
度
が
あ
が
っ
て
き

た
と
き
に
は
、
対
応
し
き
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
し
き

鳥
を
撤
去
し
て
い
る
処
理
場

が
多
い
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

　

建
設
し
た
初
期
の
段
階
で

は
、
そ
れ
な
り
の
効
果
は

あ
っ
た
と
思
う
。

質
疑　

定
住
促
進
住
ま
い
づ

く
り
奨
励
金
は
建
設
業
者
に

支
払
う
の
か
。

答
弁　

町
内
に
新
た
に
住
所

を
定
め
、
定
住
の
意
思
を

も
っ
て
町
内
で
住
宅
を
取
得

し
よ
う
と
す
る
人
に
50
万
円

の
奨
励
金
が
出
る
。
申
請
は

個
人
が
す
る
。

質
疑　

地
元
業
者
に
発
注
す

れ
ば
と
い
う
こ
と
だ
が
、
町

外
か
ら
の
転
入
者
に
限
る
の

か
。

答
弁　

町
外
か
ら
の
転
入
者

に
限
る
。

質
疑　

公
共
下
水
道
で
し
き

鳥
方
式
を
21
年
度
で
廃
止
し

た
。
通
常
に
や
っ
て
い
た
場

合
と
し
き
鳥
で
経
費
を
か
け

た
場
合
、
結
果
的
に
し
き
鳥

は
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

産業建設常任委員会
公
共
下
水
道
の
し
き
鳥
方
式

結
果
的
に
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
の
か

委　員　長　下池外巳造
副委員長　須磨　隆正
委　　員　橘　　照茂
　　〃　　　松浦　恒義
　　〃　　　山本　辰榮
　　〃　　　稲村　幸雄

平成 21 年度から汚泥減量化システム「しき鳥方式」の採用を廃止した
志賀町中央水処理センター（町地内）

　

下
流
域
に
あ
る
坪
野
区
住

民
の
健
康
被
害
を
生
じ
さ
せ

な
い
こ
と
を
対
策
方
針
の
第

一
と
し
て
、
現
在
、
表
層
の

鉛
弾
の
除
去
、
30
㎝
ま
で
の

汚
染
土
壌
の
掘
削
除
去
、
処

分
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
作
業
現
場
の
回
収

作
業
、
鉛
・
濁
水
処
理
装
置

な
ど
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
郡
市
広
域
圏
事
務

組
合
新
規
最
終
処
分
場
候
補

地
の
視
察
も
併
せ
て
行
い
、

広
域
圏
事
務
組
合
の
担
当
者

よ
り
、
事
業
計
画
の
説
明
を

受
け
た
。

　

羽
咋
市
滝
谷
町
地
内
の
旧

羽
咋
市
散
弾
銃
射
撃
場
鉛
汚

染
土
壌
対
策
の
取
り
組
み
を

調
査
す
る
た
め
、
現
地
を
視

察
し
、
羽
咋
市
担
当
課
職
員

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

生活環境等対策
特別委員会　
10月19日

回収・分別作業の現場を視察する委員。

旧
羽
咋
市
散
弾
銃
射
撃
場
跡
地

汚
染
土
壌
対
策
の
取
り
組
み
を
調
査
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下
池	

年
４
回
の
定
例
会
で
、

多
く
の
議
員
よ
り
町
政
に
対

す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

私
た
ち
議
員
に
は
、
町
民

に
対
す
る
説
明
責
任
も
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
方
向
性
に
な
っ
た

下
池	

子
供
の
難
聴
は
大
変

な
障
害
で
あ
り
、
器
具
自
体

大
変
高
価
な
物
と
聞
く
。

　

現
在
、
当
町
の
難
聴
児
童

の
数
は
ど
の
程
度
で
、
そ
の

児
童
に
対
し
支
援
を
し
て
い

る
の
か
。

　

障
害
手
帳
を
持
っ
て
い
る

児
童
、
持
っ
て
い
な
い
児
童

は
、
ど
の
程
度
い
る
の
か
。

町
長	

難
聴
で
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
児
童

は
、
現
在
、
未
就
学
児
２
名
、

小
学
生
２
名
、
高
校
生
２
名
。

補
聴
器
購
入
の
際
に
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

の
授
業
も
状
況
に
応
じ
た
配

慮
が
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
把
握
し
て
い
る
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

児
童
は
、
未
就
学
児
１
名
、

小
学
生
４
名
。

　

未
就
学
児
は
、
検
診
等
を

か
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

　

検
討
し
た
結
果
を
議
会
へ

提
示
す
る
の
は
町
の
役
目
で

も
あ
る
。
今
後
、
一
般
質
問

に
対
す
る
結
果
を
、
議
会
に

一
覧
表
に
し
て
提
示
し
て
は

ど
う
か
。

町
長	

一
般
質
問
の
あ
っ
た

事
業
の
実
施
な
ど
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
計
画
段
階
や
事

業
実
施
段
階
な
ど
で
必
要
に

応
じ
て
、
議
会
に
協
議
や
報

告
を
し
て
い
る
。

　

一
覧
表
等
で
の
報
告
に
つ

い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

通
じ
て
相
談
に
応
じ
て
お
り
、

小
学
生
は
、
座
席
の
配
置
を

考
慮
す
る
な
ど
し
て
、
普
通

学
級
で
の
教
育
を
受
け
て
い

る
。

下
池	

現
在
、
多
く
の
自
治

体
が
助
成
制
度
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

　

障
害
手
帳
が
得
ら
れ
な
い

難
聴
児
に
対
し
て
も
、
児
童

と
い
う
特
有
の
事
情
を
考
慮

し
て
、
助
成
制
度
を
適
用
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
当
町

も
、
支
援
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長	

手
帳
を
取
得
で
き
な

い
児
童
に
は
、
障
害
基
準
も

考
慮
し
な
が
ら
、
可
能
な
支

援
を
検
討
し
た
い
。

下
池	

高
齢
者
も
難
聴
に
苦

し
む
方
が
大
勢
い
る
。
経
済

的
に
苦
し
い
人
に
、
難
聴
児

と
同
様
の
支
援
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長	

障
害
者
自
立
支
援
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
さ
ら

に
進
ん
だ
扶
助
体
制
が
で
き

つ
つ
あ
り
、
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

下池　外巳造 議員

幼少児は成長に伴って耳穴の形状
が変わるのでイヤモールドという
補助具も、半年ほどで合わなくな
ることがあります。

一般質問に対する結果の提示は町の役目だ
必要に応じて議会に報告している　町長

障
害
手
帳
を
得
ら
れ
な
い
難
聴
児
童
に

支
援
の
考
え
は

可
能
な
支
援
を
検
討
し
た
い　
町
長

町政一般質問の結果を、町民にお知らせするために議会だより
に掲載している「あの質問のゆくえ」。



議会だより　しか　No.22号
平成23年２月１日発行13

町政を問う！一般質問

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
率
向
上
対
策
を
含
め
、
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る

高
齢
者
に
対
し
、
町
独
自
の

特
別
な
支
援
制
度
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

町
長	

高
齢
者
福
祉
対
策
と

し
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
配

布
や
身
体
障
害
者
移
送
サ
ー

ビ
ス
等
を
実
施
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
、
路
線
バ
ス
と

の
連
携
を
良
く
す
る
た
め
、

運
行
ダ
イ
ヤ
を
改
正
す
る
。

　

自
主
返
納
へ
の
対
応
は
、

先
進
自
治
体
の
状
況
も
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

橘

	

飲
食
物
や
日
用
品
を

宅
配
す
る
民
間
業
者
も
で
き

た
。
運
転
に
自
信
が
な
く
な

り
、
自
主
返
納
さ
れ
る
人
に

は
、
公
共
交
通
機
関
や
民
間

と
の
連
携
で
解
決
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長	

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス

も
利
用
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
後
、
介
在
す
べ
き
部

分
が
あ
れ
ば
、
行
政
と
し
て

必
要
な
対
応
を
考
え
た
い

橘

	

昨
年
、
富
来
地
域
の

一
部
の
地
区
に
、
水
源
補
償

と
し
て
町
か
ら
支
出
し
て
い

る
の
で
は
と
の
質
問
に
、
町

長
は
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
っ
た
。
そ
の
後
の

取
り
組
み
は
。

町
長	

今
年
度
、
水
道
料
金

の
統
一
に
伴
い
、
関
係
４
地

区
の
区
長
と
協
議
し
て
、
３

地
区
か
ら
は
、
23
年
度
は
こ

れ
ま
で
の
半
分
に
し
、
そ
れ

以
降
に
つ
い
て
は
、
支
払
わ

な
い
こ
と
で
了
解
を
得
た
。

　

残
る
１
地
区
に
も
、
支
払

わ
な
い
方
向
で
協
議
し
て
い

る
。橘

	

来
年
度
予
算
の
骨
格

に
つ
い
て
、
今
ま
で
議
論
し

て
き
た
内
容
や
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
を
、
ど
の
よ
う

に
盛
り
込
む
の
か
。

町
長	

町
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
あ
る
具
体
的
な
実
施
内

容
・
数
値
目
標
計
画
に
基
づ

き
、
事
務
事
業
を
見
直
し
、

経
費
の
削
減
に
取
り
組
む
。

橘

	
県
内
の
市
町
で
は
、

65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
人
に
は
、
写

真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
を
行
う
な
ど
、
高

齢
者
が
自
主
返
納
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ご
み
の
適
正
な

処
分
方
法
を
周
知
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
不
法
投
棄
監
視

員
の
増
員
を
図
り
、
監
視
体

制
を
充
実
・
強
化
し
、
よ
り

迅
速
に
対
応
し
た
い
。

な
処
理
を
行
っ
た
。

　

土
地
の
管
理
は
土
地
所
有

者
が
行
う
こ
と
が
原
則
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
支
援
す
る

こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

区
長
を
通
し
て
連
絡
い
た

だ
け
れ
ば
、
看
板
等
の
設
置

や
監
視
の
強
化
を
図
る
。

橘

	

今
後
、
ご
み
処
理
の

有
料
化
に
よ
り
、
安
易
に
不

法
投
棄
を
す
る
人
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
時

の
対
処
方
法
、
私
有
地
に
不

法
投
棄
を
受
け
た
人
へ
の
支

援
策
、
通
報
者
と
の
連
携
対

策
を
含
め
、
当
町
の
不
法
投

棄
に
お
け
る
対
策
状
況
と
今

後
の
見
通
し
を
き
く
。

町
長	

原
則
週
１
回
、
国
道

沿
い
、
県
・
町
道
、
林
道
、

海
岸
線
一
帯
の
巡
回
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
年
度
、
町
民
か
ら
の
通

報
に
よ
る
不
法
投
棄
は
４
件

で
、
県
や
羽
咋
警
察
署
と
連

携
を
取
り
、
告
発
等
の
適
切橘　照茂 議員

私有地に不法投棄されたごみ。ごみと同時にモラルも捨ててしまったようだ。

高齢者の運転免許証
自主返納しやすい環境づくりを
先進自治体の状況を参考に検討　町長

不
法
投
棄
の
対
策
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は

監
視
体
制
を
充
実
し
迅
速
に
対
応　
町
長

そ
の
他
の
質
問
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町政を問う！一般質問

越
後	

臨
時
職
員
採
用
の
秘

密
の
内
部
資
料
で
、
面
接
点

数
上
位
の
若
い
人
が
、
い
ず

れ
も
不
採
用
で
、
町
外
の
人

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

面
接
試
験
は
募
集
要
件
に

対
し
て
、
総
合
的
に
考
慮
し

て
の
採
点
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
面
接
試
験
は
、
ど
の
よ

う
な
意
義
が
あ
る
の
か
。

町
長	

地
方
自
治
法
で
も
規

定
が
あ
る
と
お
り
、
職
員
の

任
免
権
は
、
自
治
体
の
長
に

あ
る
。

　

面
接
試
験
は
、
合
否
判
定

に
あ
た
っ
て
の
一
つ
の
要
素

で
は
あ
る
が
、
面
接
試
験
の

順
位
だ
け
で
合
否
を
判
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
最
も
適

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
人

を
採
用
し
た
。

越
後	

内
部
資
料
流
出
は
、

地
方
公
務
員
の
守
秘
義
務
違

越
後	

町
長
は
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
学
校
は

卒
業
し
て
い
る
と
答
弁
し
た
。

　

学
位
称
号
販
売
機
関
に
よ

る
社
会
被
害
問
題
追
及
の
第

一
人
者
で
あ
る
国
内
の
大
学

教
授
が
、
学
位
は
発
行
さ
れ

て
い
な
い
と
公
表
し
た
。

　

疑
惑
解
決
の
た
め
に
も
、

成
績
証
明
書
を
提
示
す
る
こ

と
が
、
町
長
の
責
務
だ
。

町
長	

私
は
間
違
い
な
く
卒

業
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
誹
謗
中
傷
に

よ
り
、
私
の
子
供
に
ま
で
被

害
が
及
ん
で
お
り
、
許
さ
れ

る
行
為
で
は
な
い
。

し
て
い
る
の
と
同
然
だ
が
、

い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
個
人
情

報
が
漏
れ
て
い
る
の
か
。
再

発
防
止
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

反
に
触
れ
て
い
る
。

　

出
所
不
明
な
ら
ば
最
高
管

理
者
の
町
長
の
責
任
だ
が
、

ど
う
責
任
を
と
る
の
か
。

町
長	

試
験
結
果
が
外
部
に

流
出
し
た
件
に
つ
い
て
は
、

発
覚
後
、
た
だ
ち
に
関
係
職

員
に
事
情
聴
取
を
行
っ
た
が
、

職
員
を
介
し
て
の
情
報
漏
え

い
で
あ
る
と
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

　

再
発
防
止
策
と
し
て
、
職

員
に
機
密
文
書
等
の
取
扱
い

に
関
す
る
通
達
を
出
し
、
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
再
発
防
止
に

向
け
、
管
理
監
督
の
徹
底
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
の

責
任
で
あ
る
。

越
後	

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
中
、
質
問
が
活
発
化
し
た

頃
に
、
質
問
者
の
発
言
を
封

じ
る
よ
う
な
目
的
で
「
税
金

の
滞
納
者
は
黙
れ
」
と
い
っ

た
野
次
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
野
次
に
呼
応
す
る
か

の
よ
う
に
、
町
長
自
ら
が

「
税
金
を
納
め
て
く
だ
さ

い
」
と
発
言
し
て
い
た
。

　

こ
れ
は
、
町
長
自
ら
が
、

個
人
情
報
の
漏
え
い
を
公
開

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載

内
容
は
大
変
遺
憾
だ
。

　

今
後
、
弁
護
士
を
通
し
て
、

大
学
教
授
に
は
説
明
を
求
め

て
い
く
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

法
的
措
置
も
視
野
に
入
れ
て

対
応
し
た
い
。

越
後	

そ
れ
で
は
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
疑
惑
が
晴
れ
な
い
。

ま
ず
成
績
証
明
書
を
提
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長	

弁
護
士
を
通
し
て
、

成
績
証
明
書
で
証
明
し
て
い

く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

越後　敏明 議員

臨時職員採用試験で
面接点数上位者が不採用　面接試験の意義は
面接試験の順位だけで
合否判定するものでない　　町長

学
歴
詐
称
報
道

成
績
証
明
書
の
提
示
で
疑
惑
解
明
を

大
学
教
授
に
は
弁
護
士
を
通
し
て

説
明
を
求
め
て
い
く　

	　
　
　
　
　
　
　
　

町
長

今後のまちづく
りの参考にする
ため、開催され
るタウンミー
ティング（志賀
町役場）

町
長	

発
言
し
た
人
が
誰
に

対
し
て
発
し
た
言
葉
な
の
か
、

そ
の
人
が
税
金
の
滞
納
に
つ

い
て
具
体
的
な
事
実
を
知
っ

て
い
た
の
か
、
大
変
疑
問
で

あ
り
、
た
だ
ち
に
個
人
情
報

が
漏
え
い
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。

　

私
の
発
言
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
な
話
と
し
て
、
適
切

な
納
税
の
お
願
い
を
し
た
も

の
で
あ
る
。
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西山台バス停を新設

バス停の新設を調整している

質　問

西山台ニュータウンを発着す
るコミュニティバスや路線バ
スの運行は

平成22年3月定例会　橘　照茂議員

質　問

今までの保育所適正配置検討
委員会の提言と再編計画をど
のように認識しているのか

平成21年12月定例会　寺岡　真貴子議員

町保育所適正配置計画書を策定

保育環境の充実を最優先に

　12月 10日から、西山台バス停が新設され、
コミュニティバスが発着するようになりました。

　コミュニティバスは、ニュータウン内に２か
所のバス停の新設することで調整している。新
年度には、志賀町地域公共交通会議で協議して、
所要の手続きを経て、バス停を新設したい。将
来的には路線バスの運行が必要と認識をしてい
る。バス事業者に路線バス運行を要望したい

　ニュータウンで、予約を申し込みされた方の
住宅の建築は、早くも来月から可能になるとの
ことであり、早ければこの夏には定住される。
西山台ニュータウンを発着するコミュニティバ
スや路線バスの運行はどのようにするのか。

　平成17年2月の保育所適正配置検討委員会の
提言と18年度に示された保育所の再編計画を
どのように認識し、今後どう扱うか。

　22年9月に保育所適正配置検討委員会の答申
を受け、同年10月、志賀町保育所適正配置計
画書が策定されました。
　内容については、25年度に加茂、下甘田、
上熊野保育所を同時に廃止、26年度にますほ
保育所を廃止する計画。
　指定管理者制度を導入して公設民営化を推進
する計画で、24年度に高浜保育所で導入、と
ぎ保育園は今後の動向も見極め検討する。
　また、統廃合・指定管理者制度の導入によっ
て、軽減される財源や保育士は、保育ニーズに
応じた特別保育の拡充や子育て支援の充実に充
てるとされています。
　23年度に保護者を対象とした説明会を開催
する予定となっています。

　保育所の再編は避けて通れない課題。今後、
子どもの保育環境の充実を最優先に考え、対応
したい。

町長答弁

町長答弁

どうなった

どうなった

　今回、「あの質問のゆくえ」として、一般質問の提言などが町政にどのよう
に反映されているのかお知らせします。
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発
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責
任
者

議　
　

長　

田
中　

正
文

委　
員　
長　

越
後　

敏
明

副
委
員
長　

冨
澤　

軒
康

委　
　

員　

橘　
　

照
茂

　
　
　
　
　

下
池
外
巳
造

　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

　
　
　
　
　

戸
坂
忠
寸
計

　

本
場
高
知
の
よ
さ
こ
い
踊

り
を
見
て
あ
こ
が
れ
、
ま
ず

は
職
場
の
仲
間
か
ら
、
友
人
、

知
人
と
声
を
か
け
、
か
き
集

め
て
チ
ー
ム
を
作
っ
た
の
が

２
０
０
１
年
７
月
。

　

現
在
は
、
発
足
当
初
の
メ

ン
バ
ー
は
２
名
の
み
と
な
り
、

チ
ー
ム
カ
ラ
ー
も
変
わ
っ
て

来
ま
し
た
が
、
早
い
も
の
で

も
う
10
年
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

　

よ
さ
こ
い
踊
り
は
、
毎
年

踊
る
曲
が
変
わ
り
、
そ
れ
と

同
時
に
、
も
ち
ろ
ん
衣
裳
も

変
わ
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
曲
や
振
り
付
け

を
自
分
達
で
考
え
、
衣
裳
も

皆
で
集
ま
っ
て
手
作
り
し
た

こ
と
が
今
で
は
懐
か
し
く
、

よ
く
や
っ
て
い
た
な
と
思
い

ま
す
。

　

数
年
前
か
ら
高
知
の
プ
ロ

の
方
に
、
全
て
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
曲
の
中
に
志
賀
町
の
特

産
品
や
名
所
な
ど
を
必
ず
入

れ
て
、
地
元
の
特
色
を
前
面

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
の
名
前
を

つ
け
ま
し
た
。

　

私
達
の
チ
ー
ム
の
特
徴
は
、

な
ん
と
言
っ
て
も
子
ど
も
が

と
っ
て
も
可
愛
い
い
ん
で

す
！
特
に
女
性
と
限
定
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
何
故
か
大
人
は
女
性
ば

か
り･･･

な
の
で
、
艶
と
し

な
や
か
さ
が
売
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

仲
間
と
同
じ
目
的
に
向
か

い
汗
を
か
く
、
そ
し
て
そ
の

喜
び
や
、
楽
し
さ
、
時
に
は

悔
し
さ
も
、
全
て
を
共
有
す

る
。
こ
れ
っ
て
ど
ん
な
言
葉

よ
り
も
素
晴
ら
し
い
経
験
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
？

年
寄
り
の
方
ま
で
が
一
緒
に

♪
き
ら
ら
ぁ
～
き
ら
ら
～
・・

は
な
こ
ま
ち
ぃ
～
♪
と
歌
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り

今
で
は
チ
ー
ム
の
代
名
詞
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

華
小
町
と
い
う
名
前
は
、

Ｊ
Ａ
志
賀
で
栽
培
し
て
い
る

に
出
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
最
近
は
、「
き
ら
ら

華
小
町
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
入

れ
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
へ
行
っ

て
も
小
さ
い
お
子
様
か
ら
お

　

私
達
と
一
緒
に
や
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
方
、
興
味
を

持
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、

練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

メ
ン
バ
ー
に
な
り
た
い
方
は
、

い
つ
で
も
入
会
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

踊
っ
て
い
る
自
分
達
が
楽

し
く
な
け
れ
ば
、
見
て
い
る

人
も
楽
し
く
な
い
。「
楽
し

く
踊
ろ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、
踊
り
好
き
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

和
倉
大
会
が
６
月
に
あ

り
、
そ
れ
に
優
勝
し
て
高
知

で
踊
る
こ
と
を
最
大
の
目
標

と
し
、
毎
週
月
、
金
曜
日
に

文
化
ホ
ー
ル
で
練
習
し
て
い

ま
す
。

　

♪
き
ら
ら
～
き
ら
ら
～
♪

･･･

今
年
は
ど
ん
な
姿
を
皆

様
に
披
露
で
き
ま
す
か
、
沿

道
に
咲
か
せ
ま
す
大
輪
の
華
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

議会広報特別委員会

沿
道
に
咲
か
せ
ま
す
　
大
輪
の
華

砂山　芳子さん(高浜町)

志賀町文化協会　よさこい研究会

きらら華小町

シリーズ　グループ紹介①

きらら華小町きらら華小町

踊り好きな方、一緒にやりませんか


